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委員長 小沼秀朗総務委員会総務委員会
　当委員会では年間研究テーマを「市民を守る！新型コロナウイルス感染症対策」と題し、
以下の５本を柱としてこれまで定期的に協議を重ねてきました。政策議会ではWEB de 
かけがわ議会報告会の市民アンケートのご意見を参考に協議会を開催しました。

　今回の議論の中で市民への情報の伝達不足を強く感じました。今後は情報発信策の改善を
よく検討するべきです。先行き不透明なコロナ禍において、市議会、当局が力を合わせ、柔軟
な発想と危機対応施策にて難局を乗り越えていくよう、今後、政策提言に向けて、より議論を
深めていきます。

　各委員会にて１年間の研究テーマを定め、これまで積極的に調査研究を重ねてきました。
また、「WEB de かけがわ議会報告会」では動画配信により、調査内容を市民のみなさんにお
示しし、アンケートでご意見をいただきました。今回、その内容に基づき、市当局と議論す
る場として委員会協議会を開催いたしました。ここでは、議論された内容の要旨を掲載します。

５
本
の
柱
と
協
議
会
の
主
な
意
見

感染症拡大防止策を含めた避難所運営
●パーテーション、折りたたみ式ベッドの保管場所が旧睦浜幼稚園１箇所であるが、災害時には道
路の寸断などが懸念されるため、有事に備え、早急に市内に分散して保管する必要がある

●新型コロナウイルスに限らず、新型インフルエンザなど他の感染症にも対応できる複合災害対
応マニュアルを早急に作成する必要がある

●遺体収容所となる「さんりーな」での運営方法に感染防止策への改善が必要ではないか

外国人対応
●自治会加入率を上げ、コミュニケーションがとれる環境を整える必要がある
●ラインアプリほか情報伝達においてわかりやすい表記方法への改善が必要である

第２次総合計画の改定
●既存の施策にSDGｓを追加することで市民に、より混乱を生じさせる恐れがある

令和３年度の財政見通し
●市税収入も財政調整基金も減少が見込まれるなかで、第３次地方創生臨時交付金を活用した市
内活性化策を講じられないか

新しい生活様式と新たなまちづくり
●年数が経過している住宅団地等において IoTを活用したスマートシティプロジェクトの検討
ができないか

●市の施設についても市営住宅の再編等、既存のストックを有効活用していく視点も大事である

ま
と
め

ま
と
め

ま
と
め

「とよたエコフルタウン」リモートガイドツアー新型コロナ緊急支援相談コーナーを視察

常任委員会 調査研究報告常任委員会 調査研究報告 年間テーマを年間テーマを
定め活発な議論定め活発な議論
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　当委員会では年間テーマを「ポストコロナを見据えた新たな生き方に合わせ
た移住定住策」とし、「市内の古民家を活用した農泊事業」、「空き家空き地の利
活用」、「コワーキングスペース」、「サテライトオフィス」、「リモートワーク」、
「アートによる町おこし」などの現状課題を調査研究し、協議会を開催しました。

　環境産業委員会として、❶地域おこし協力隊等、外部人材の活用❷空き家を利活用
した移住者体験モデルハウスの設置❸文化芸術での関係人口増加策の推進❹サテラ
イトオフィス誘致の補助制度の創設❺庁内組織横断で取り組むこと、等が必要と考え
ています。今後、市議会として市当局への政策提言に向けて取り組んでいきます。

委員長 山本裕三環境産業委員会環境産業委員会

調査研究について
　市内の移住定住に関わる事業者等の方々からヒアリング・意見交換を行い、その後協議し
た内容とWEB de かけがわ議会報告会の市民アンケートのご意見も踏まえて、市当局と意
見交換を行いました。

　原泉のアートイベントを通し、地域との関係
づくり、交流人口から関係人口への構築

　「かけがわ粟ヶ岳山麓農泊推進協議会」の取り組み
について。人材不足と地域との連携強化の必要性

　商店街の空き店舗をリノベーションしたコワ
ーキングスペース（レンタルオフィス）を活用し、
地域の活性化を推進

　フリーランスとしての新しい生き方、学びの場と
しての情報発信

　社員 700 名全てリモートワークの企業より、
「新しい働き方について」オンライン講演

　市内にサテライトオフィスを設立した事業者の実
情に基づいた制度設計について
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　今後、人生100年時代構想を踏まえ「ふくしあ」を中心とした掛川型地域包括ケア
システムを更に充実させ、市民のみなさまが今以上に安全・安心に暮らしていけるよう、
委員会で協議を深め、提言となるように取り組んでいきます。

委員長 窪野愛子文教厚生委員会文教厚生委員会
　当委員会の本年度のテーマは、「人生 100 年時代構想を踏まえた地域包括ケ
アシステムの現状と課題について～ふくしあは、まちの保健室～」です。委員会
で協議を重ね、市内５か所のふくしあの視察、WEB de かけがわ議会報告会で
の市民のみなさまの意見を踏まえ、協議会を開催しました。

協議会の主な意見

◎ふくしあのさらなる機能強化・認知度向上に向けて
❶市民のみなさまに、ふくしあが「まちの保健室」のような位置づけとして置かれていることの周
知徹底 (赤ちゃんの相談から、お年寄りまで誰もが気軽に立ち寄ることができ、なんでも相談で
きる施設 ) 

❷ふくしあ行政職の適正な人事配置や人材育成が必要
❸社会福祉士などの専門職の採用が必要

　 
◎その他として
❶人生 100年時代を迎え、自助・共助の観点から、各個人が地域の中での結びつきを強め、それ
ぞれの地域住民のみなさまが自分事として捉える機運の醸成を図る施策

❷ 市民のみなさまにエンディングノートの有効活用をしていただくように周知する

大須賀ふくしあで意見交換

中部ふくしあで意見交換 東部ふくしあを視察

大東ふくしあを視察

◎当局からの意見
　当局より、「令和元年度のふくしあの活動への市民の認知度は、よく知っている、少し知って
いるを合わせて 35.3％であり、ふくしあの認知度が低いことは承知している。ふくしあの認知
度を上げていかなくてはいけないことを再認識した。今後、しっかり周知していく。」という説
明がありました。
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　市民のみなさんに、掛川市議会がどんな活動をしているのか、また、市の重要課題にどう対
応しているのかを知っていただくとともに、ご意見を伺い議会活動に活かすため議会報告会
を行いました。
　本年度は、新型コロナウイルス感染症の終息が依然として見込まれないため、会場開催を
見送り、動画配信による「WEB de かけがわ議会報告会」という形で実施いたしました。

令和2年度令和2年度

「「WEBWEB de かけがわ 議会報告会de かけがわ 議会報告会」」をを実施実施

～市民により開かれた議会を目指して～

多くのみなさんのご視聴・ご協力ありがとうございました。

全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について全般的な感想や議会に関するご意見、ご要望について

●市議会議員のみなさんが、それぞれの委員会に分かれて、市民のために様々な調査、努力をされ
ていることを知ることができましたが、もっと広く知ってもらう必要があるのではないでしょう
か？今回、WEBで自宅視聴できたことは良かったと思います。

●今回のWEBによる議会報告会の動画配信は、聞き逃した部分も再度確認できるので、非常に良
いと思いました。意見等も書き込めるようにしたら、より良いと思います。

●画面と話し言葉が合っていないので、分かりにくい。どこを見てよいか分からない。結局、声と
字幕を追っていくしかない。やはり、実際の報告会の方がよい。

●全体的に提言内容が小さいので、掛川市を夫々の立場として、どういう市にするためにこういう
事から始めたいと言うビジョンが少し欲しい気がします。

□アンケートの年代別割合
20代
14％
20代
14％

30代
9％
30代
9％

40代
7％
40代
7％

50代
10％
50代
10％60代

31％
60代
31％

70代
26％
70代
26％

年齢

80代
以上
3％

80代
以上
3％

　11月末現在の延べ視聴者数は663人、58
件のアンケートをいただきました。アンケート
に回答してくださった方は、例年に比べ20代
から50代の方や女性の割合が増えました。
　今後は、いただいたみなさんの声を活かし
ながら、年度末を目途に政策提言につなげて
まいります。

アンケート結果より

●市議会議員のみなさんが、それぞれの委員会に分かれて、市民のために様々な調査、努力をさ
れていることを知ることができましたが、もっと広く知ってもらう必要があるのではないでしょ
うか？今回、WEBで自宅視聴できたことは良かったと思います。

●今回のWEBによる議会報告会の動画配信は、聞き逃した部分も再度確認できるので、非常に
良いと思いました。意見等も書き込めるようにしたら、より良いと思います。

●画面と話し言葉が合っていないので、分かりにくい。どこを見てよいか分からない。結局、声
と字幕を追っていくしかない。やはり、実際の報告会の方がよい。

●全体的に提言内容が小さいので、掛川市をそれぞれの立場として、どういう市にするためにこ
ういう事から始めたいというビジョンが少し欲しい気がします。
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各委員会の中間報告に対するご意見など各委員会の中間報告に対するご意見など各委員会の中間報告に対するご意見など

◎アンケート募集は、12月末で締め切りました。ご協力ありがとうございました。
　今年度はじめて行ったＷＥＢ開催を通して、市議会では、来年度以降は会場開催の様子を録画配信
（予定）するなど、より多くのみなさんに参加・視聴していただけるよう工夫をしていきます。

「WEB de かけがわ議会報告会」は、引き続き３月まで視聴できますので、ぜひご覧ください。「WEB de かけがわ議会報告会」は、引き続き３月まで視聴できますので、ぜひご覧ください。

視聴はこちら⬆視聴はこちら⬆

●コロナ禍対策の取り組みとそれに伴う議会費の削減等、
コロナ対策を評価するとともに今後の取り組みに期待し
ています。

●コロナ対策で、市民が犯人探しみたいな事をしている。
誹謗中傷を防ぐ対策を。

●行政の取り組みは理解できますが、総務委員会としての
取り組みはよくわからないです。

●新しい掛川のまちづくりの為に、提言７の豊かな人づく
りは大切です。中・長期の取り組みとなりますが、研究し、
具体的な提言につなげてほしい。

総務委員会

テーマ 市民を守る！新型コロナウイルス感染症対策

●定住人口に対する様々な取り組み状況がよく分か
り、今後の取り組み状況も良く理解できました。

●市内に多数の移住者、移住事例がある事が参考にな
りました。

●交流人口から関係人口へ・・・という内容が分かり
にくかったです。

●上手な発想を感じました。特に「まとめ」など明解！
田舎の生活は体力が必要。

環境産業委員会

テーマ ポストコロナの新しい生き方に合わせた移住定住策

●ふくしあの強化は、大切だと思います。提言にある予
防的な視点の重視は、今やるべき重要なテーマだと思
います。具体的に取り組んでいる内容は地域にPR展
開し、効果につなげていくべきと思います。

●緩和ケアの必要性。ケアラーの支援。

●「ふくしあ」って何？良く理解できていません。

●課題にもありましたが、訪問看護は大事だと思います。
開業医との協議を進めて、より良い福祉を望みます。

文教厚生委員会

テーマ 人生100年時代構想を踏まえた地域包括ケアシステムの現状と課題について
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1億8,939万3千円
648億2,024万円

補 正 額

補正後の予算額

人事異動の確定に伴う補
正及び人事院勧告に伴う期
末手当の引き下げ。期末手
当を民間との格差から100
分の5の引き下げを12月期
の手当支給分に反映させ、
年間支給率を4 .5月から
4.45月へ引き下げた。

災害時の広域避難所等に
おける新型コロナウイルス
感染症対策として、飛沫感染
予防のためのパーテーショ
ン等の整備に要する費用

　ならここの里、掛川城、二
の丸茶室、竹の丸、生涯学習
センター、文化会館シオー
ネ、美感ホール、大東温泉シ
ートピア、南体育館、総合体
育館さんりーな等の指定管
理施設の臨時休業に伴う休
業補償

新型コロナウイルス感染
症のPCR検体採取センター
について、感染状況により開
設期間を年度末まで延長す
るための費用など

　国庫補助金の内示増に伴
う、事業進捗を図るための
道路改良工事費

　令和3年4月から適用され
る障害者自立支援給付費の
報酬単価改定に対応するた
めのシステム改修費

防災資機材整備費防災資機材整備費 増増 
2,000万円2,000万円

指定管理施設営業損失指定管理施設営業損失
補償金補償金 追加・追加・増増

3,668万円3,668万円

急患診療所運営事業費急患診療所運営事業費 
増 　増 　2,070万円2,070万円

新型コロナウイルス感染症関連の補正予算

その他の補正予算

人件費 人件費 減減
  △6,759万円△6,759万円

三井幹線改良事業費三井幹線改良事業費 
増増　　　　 4,650万円4,650万円

障害福祉システム改修障害福祉システム改修
事業費事業費 追加追加 

1,870万円1,870万円

11月定例会 令和２年度一般会計補正予算（第９号）の概要
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く
、
川
の

勾
配
が
緩
く
、
支
流
を
含
め
て

水
位
が
一
気
に
上
が
り
や
す
い
特
性
を

持
っ
て
い

る
。
河
川

の
特
性
に

応
じ
た
治

水
対
策
を

伺
う
。

「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

策
定
し
、
対
策
を
行
う

協
議
会
で
は
、
堤
防
か
ら
の
越

水
を
回
避
し
、
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
流
域
治
水
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

国
、
県
、
市
が
行
う
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
今
後
「
流
域
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
、
各
対

策
の
実
施
目
標
期
間
の
設
定
、
実
施

状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

掛
川
市
の
課
題
は

今
後
、
人
口
減
少
社
会
が
さ
ら
に

加
速
さ
れ
、
地
方
行
政
・
自
治

体
経
営
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
中
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
適
合
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

伺
う
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
が
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る

掛
川
市
に
と
っ
て
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

が
最
も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
環
境
へ
の
取
り

組
み
、
災
害
へ
の
備
え
、
教
育
環
境

の
向
上
や
子
育
て
支
援
、
地
域
活
性

化
や
雇
用
創
出
な
ど
の
経
済
対
策
に

つ
い
て
も
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
る
中

で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
応
、
地
方
分

散
の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
も
新
た
な

課
題
で
あ
り
、
総
合
計
画
を
見
直
し

て
、
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q
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A

A

創
世
会

二
村
禮
一

志
誠
会

草
賀
章
𠮷

A

一級河川菊川

令和２年11月定例会9 かけがわ 市議会だより 一般質問Q&A



「
家
代
の
里
」
土
地
の
損
害
賠
償

に
つ
い
て
伺
う

市
内
の
不
動
産
業
者
は
、
静
岡
地

方
裁
判
所
に
、
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
起
こ
し
た
。
裁
判
の
判
決
に
よ

り
、
市
が
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

と
な
っ
た
場
合
、
市
長
は
当
時
の
担
当

職
員
に
求
償
権
を
行
使
す
る
か
伺
う
。

法
令
に
則
り
、
適
正
な
対
応
を

す
る

判
決
あ
る
い
は
審
理
内
容
を
見

極
め
、
当
該
事
務
処
理
の
過
程

に
お
い
て
担
当
職
員
に
故
意
ま
た
は

重
過
失
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
し

た
上
で
、
法
令
に
則
り
、
適
正
な
対

応
を
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
異
常

時
の
対
応
は

市
長
の
行
政
報
告
に
、「
印
」
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
事
務
の
効
率
化
や
職
員
の
負
担

軽
減
が
目
的
で
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の

異
常
や
機
器
の
故
障
が
起
き
た
時
の
対

応
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
伺
う
。

監
視
シ
ス
テ
ム
か
ら
担
当
者
に

メ
ー
ル
が
届
き
、
対
応
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
係
な
く
、
現

在
も
重
要
な
シ
ス
テ
ム
に
は

監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
監
視
を
し
て

お
り
、
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
は
、

休
日
、
夜
間
に
関
係
な
く
複
数
の
担

当
者
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
対
応
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
の
発
生
に
よ
る
シ
ス
テ
ム

の
異
常
や
故
障
に
つ
い
て
は
、
業
者

に
対
応
し
て
も
ら
う
な
ど
の
初
動
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

最
新
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
高

齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

必
要
で
は

現
在
の
ボ
タ
ン
式
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
で
は
急
に
意
識
を
失
っ
た
場

合
に
対
応
が
で
き
な
い
。
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
メ
ー

タ
ー
連
動
型

等
、
自
身
で

起
動
し
な
く

と
も
発
動
す

る
見
守
り
シ

ス
テ
ム
の
調

査
研
究
が
必

要
で
は
な
い

か
。他

市
の
先
駆
的
な
事
例
を
参
考

に
し
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き

た
い

掛
川
市
で
は
、「
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
を
無
償
で
貸
与
し
て

お
り
、
現
在
２
３
６
人
の
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高
齢
者
本
人
や

離
れ
て
暮
ら
す
家
族
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
他
市
の
先
駆
的
な
事
例

を
参
考
に
し
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
べ
る「
見
守
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

で
高
齢
者
に
食
べ
る
喜
び
を

利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
今
後
多

様
な
事
業
者
の
参
入
を
促
し
、
配

食
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
広
げ
、

利
用
者
拡
大
推
進
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。利

用
者
が
選
び
や
す
い
制
度

に
し
て
い
き
た
い

今
後
、
市
で
は
公
募
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
導
入
し
て
、

利
用
者
が
選
び
や
す
い
制
度
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
世
会

山
本
裕
三

Q

Q

Q

A

A

A

A

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久

緊急通報システム

静岡地方裁判所

Q

令和２年11月定例会 かけがわ 市議会だより 10一般質問Q&A



上
西
郷
工
業
用
地
の
早
期
着
工

を
県
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
上
西
郷
工
業
用

地
は
、
昨
年
度
末
に
は
事
業
化
に
向
け

て
推
進
さ
れ
て
い
た
が
、
未
だ
に
事
業

者
募
集
が
さ
れ
て
い
な
い
。
早
期
の
事

業
着
工
は
で
き
な
い
か
。

出
来
る
限
り
早
期
に
公
募
の
開

始
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

こ
れ
ま
で
の
工
業
用
地
造
成
事

業
の
考
え
方
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
や
、
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
先
端

技
術
を
取
り
入
れ
る
等
、
掛
川
市
の

戦
略
目
標
達
成
に
貢
献
で
き
る
土
地

利
用
と
な
る
よ
う
、
公
募
内
容
に
つ

い
て
充
分
な
検
討
を
行
い
、
出
来
る

限
り
早
期
に
公
募
の
開
始
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

横
須
賀
高
校
と
池
新
田
高
校
の

新
構
想
高
校
へ「
環
境
防
災
科
」を

国
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
と
表
明
し
た
。
環
境
と
防
災

を
学
ぶ
環
境
防
災
科
を
設
置
し
、
地
域

住
民
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
掛
川
産
木

材
校
舎
の
新
構
想
高
校
を
提
唱
で
き
な

い
か
。

「
南
遠
協
議
会
」
と
も
相
談
し
、

県
教
委
へ
提
唱
し
て
い
く

掛
川
市
と
し
て
は
、
横
須
賀
高

校
の
存
続
と
教
育
環
境
の
充

実
を
目
指
す
中
で
、
環
境
防
災
科
の

設
置
や
掛
川
産
材
の
利
用
に
つ
い
て
、

「
南
遠
地
域
教
育
環
境
整
備
推
進
協
議

会
」
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
県
教
育

委
員
会
へ
提
唱
を
し
て
い
き
ま
す
。

大
東
温
泉
シ
ー
ト
ピ
ア
の
公
共
施
設

再
配
置
計
画
の
進
め
方
は
適
切
か

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
が
、
地
域
住
民
と

の
丁
寧
な
議
論
が
不

可
欠
で
あ
る
。
そ
の

初
め
の
事
例
と
し
て

シ
ー
ト
ピ
ア
の
民
間

譲
渡
活
動
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
予
定
を

伺
う
。

民
間
譲
渡
は
、
施
設
改
革
の
た
め

の
最
善
の
手
段
だ
と
考
え
て
い
る

現
在
、
複
数
の
事
業
者
が
興
味
を

示
し
て
お
り
、
今
後
、
対
話
を
続

け
な
が
ら
、
譲
渡
・
公
募
条
件
を
調
整
・

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
で
き
る
限
り
早

い
段
階
で
公
募
手
続
き
に
入
り
、
譲
渡

先
を
決
定
し
、
新
た
な
営
業
に
向
け
た

準
備
等
を
進
め
、
営
業
休
止
期
間
が
短

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
民
間

譲
渡
は
、
持
続
可
能
か
つ
魅
力
的
な
施

設
へ
の
改
革
の
た
め
の
最
善
の
手
段
だ

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
や
地

域
の
み
な
さ
ま
、
民
間
事
業
者
と
十
分

協
議
し
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

考
え
方
を
伺
う

現
在
、積
極
的
推
奨
は
中
止
だ
が
、

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
は
増
加
し
続

け
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
判
断
と

し
て
正
し
い
知
識
や
情
報
提
供
が
必
要

だ
が
、
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

国
の
検
討
部
会
の
方
向
性
を
踏

ま
え
て
、
知
識
の
普
及
と
が
ん

の
予
防
に
努
め
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
情
報
提
供
に
関

す
る
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
市

も
本
年
８
月
に
接
種
対
象
者
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

個
別
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
取

扱
い
に
つ
い
て
も
国
の
検
討
部
会
の
方

向
性
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
の
予
防
と
し
て
は
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
、
初
年
度
対
象
者
と

な
る
２０
歳
の
女
性
全
員
に
、
病
気
や
予

防
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付

し
、
知
識
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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Q

ラ
グ
ビ
ー
の
三
大
聖
地
と
し
て
の

チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
活
か
す
の
か

県
が
エ
コ
パ
に
ラ
グ
ビ
ー
場
を
増

設
し
計
５
面
を
持
つ
エ
コ
パ
は
、

菅
平
・
網
走
に
次
ぐ
ラ
グ
ビ
ー
の
三
大

聖
地
と
な
り

え
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を

ど
う
活
か
し

て
い
く
か
伺

う
。関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
化
を
推

進
す
る掛

川
市
も
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
さ
ら
に
高
め
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
静
岡
県
や
静
岡
県
ラ
グ
ビ
ー

協
会
な
ど
の
関
係
機
関
、
さ
ら
に
は
近

隣
市
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ラ
グ

ビ
ー
の
聖
地
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
災
害
対
応
力
向
上
の
具
体

的
施
策
を

現
場
で
活
用
で
き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
見
直
し

の
た
め
、
現
場
に
職
員
が
出
向
い
て
地

域
の
実
情
に
合
っ

た
形
に
す
る
こ

と
、
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
（
絵
文
字
や
絵

単
語
）
の
導
入
が

有
効
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く

掛
川
市
で
は
、
広
域
避
難
所

ご
と
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お

り
、
毎
年
、
自
主
防
災
会
、
施
設
管

理
者
、
支
部
員
、
危
機
管
理
課
が
一

堂
に
会
し
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
見
直

し
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
も
進
め
て

い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
庁
内
組
織
体
制
に
つ
い
て

学
校
再
編
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

学
校
再
編
計
画
は
、
掛
川
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
決
め
る
大
変
重
要
な

計
画
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
計
画
が
遅
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

来
年
度
、
学
校
再
編
計
画
の
素

案
を
公
表
し
、
議
論
し
て
い
く

総
合
計
画
の
改
定
や
学
級
数
等

の
基
礎
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
年
度
中
に
素
案
を
ま
と
め
、
来

年
度
に
素
案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
様

と
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

城
東
学
園
と
原
野
谷
学
園
の
小

中
一
貫
校
基
本
計
画
策
定
の
進

捗
は

城
東
学
園
と
原
野
谷
学
園
の
小
中

一
貫
校
基
本
計
画
策
定
に
つ
い

て
、今
年
度
、予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
予
算
執
行
が
さ
れ
て
い
な
い
。

学
校
再
編
計

画
策
定
と
切

り
離
し
て
取

り
組
ん
で
い

く
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
全
体
で
の
適
正
配
置
を
検

討
し
た
上
で
、
学
校
再
編
を

検
討
す
る

両
学
園
で
検
討
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
と
、
今
年
度
実
施
し
て

い
る
基
礎
調
査
の
結
果
を
基
に
、
掛

川
市
全
体
で
の
適
正
配
置
を
検
討
し

た
上
で
、
個
別
の
学
校
再
編
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

Q

Q

Q

A

A

A

A

創
世
会

嶺
岡
慎
悟
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次
期
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

第
４
次
掛
川
市
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
策
定
に
は
、
コ
ロ
ナ
の

社
会
経
済
的
影
響
に
対
応
す
る
た
め
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
計
画

と
す
べ
き
と
思
う
が
、
課
題
や
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
男
女
差
別
を

な
く
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
生
活
様

式
の
変
化
に
よ
る
女
性
へ
の
負
担
や

暴
力
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
第
４
次
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
で
は
、
女
性
も
男
性
も

家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

や
、
多
様
な
性
の
あ
り
方
の
理
解
促
進

を
目
指
し
た
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
意
識

調
査
の
結
果
の
分
析
は

市
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
市
民
は

昨
年
よ
り
６
ポ
イ
ン
ト
増
の
63.

1
％
で

あ
る
。
今
年
の
市
民
意
識
調
査
の
結
果

を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
原
因
に

つ
い
て
ど

の
よ
う
に

考
え
て
い

る
の
か
伺

う
。地

区
集
会
を
休
止
し
た
こ
と
が

主
な
原
因
と
思
わ
れ
る

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
位

置
づ
け
や
地
区
区
長
会
な
ど
と

の
組
織
の
違
い
、
役
割
が
わ
か
り
に
く

い
こ
と
、
開
催
方
法
の
あ
り
方
等
を
検

討
す
る
た
め
、
地
区
集
会
を
休
止
し
た

こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
動
画
配
信

な
ど
新
た
な
情
報
発
信
の
手
法
を
確

立
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
地
区
集
会
に

参
加
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
方
等
へ

周
知
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
認
知
度

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

機
能
で
き
る
住
宅
政
策
を

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
適
切
な

住
ま
い
支
援
を
行
う
た
め
、
賃
貸

住
宅
供
給
促
進
計
画
な
ど
の
策
定
を
行

い
、
困
窮
者
支

援
と
な
り
う
る

公
営
住
宅
政
策

を
市
と
し
て
責

任
を
持
っ
て
行

う
べ
き
で
は
な

い
か
。

関
係
課
で
連
携
し
、
具
体
的
施
策

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

静
岡
県
で
は
、住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
、
平
成
３０

年
３
月
に
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
が

策
定
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
確
保
要
配
慮

者
に
対
し
、
賃
貸
住
宅
の
供
給
促
進
を

図
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

的
に
は
県
計
画
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
た

め
、
現
段
階
で
は
掛
川
市
と
し
て
独
自

の
計
画
を
策
定
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
要
配
慮
者
へ
の
適
切
な

住
ま
い
支
援
は
、
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
都
市
政
策
課
と
福
祉
課
や
長
寿
推

進
課
等
で
連
携
し
、
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
助
成

制
度
を補

聴
器
の
適
切
な
使
用
は
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
促
し
、
認
知

症
予
防
と
し
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

中
軽
度
難
聴
の
う
ち
か
ら
補
聴
器
の
購

入
を
促
す
た
め
に
、
助
成
制
度
を
創
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

国
や
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く

県
内
で
は
、
磐
田
市
と
長
泉
町

で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
助

成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
国
や
近

隣
市
町
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
市
民
が
利
用
す
る
公
共
施
設
の
ネ
ッ
ト
環

境
整
備
に
つ
い
て

・
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
す
新
た
な

支
援
策
に
つ
い
て

Q

Q

Q

Q

A

A

A

ア
ク
テ
ィ
ブ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

公
明
ク
ラ
ブ

窪
野
愛
子

A

掛川市自治基本条例

セーフティーネットとしての
役割が期待される公営住宅

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子
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令和２年度補正予算関係議案などを審査するため、３つの常任委員会に
付託され、以下の質問がありました。

常任委員会委員長報告常任委員会委員長報告 補正予算
関係抜粋

総務委員会 委員長 小沼秀朗

各広域避難所への今後の資機材配備数の計画
が、地区の役員等に情報共有されていないの
ではないか。今後の情報共有の方法を伺う。
自主防災会長会議以外にも、今後様々な機会
に周知していきたいと思います。また、避難
所における資機材整備の補助制度も、周知し
ていく必要があると考えています。

飛沫感染防止用のパーテーションや、折りた
たみ式ベッドは現在 2,000 台を整備済みで
ある。今後 5,000 台まで用意する計画であ
るが、その数で足りるのか伺う。
42 の広域避難所と救護所等へ 1箇所 100 台
設置できます。ひとつのパーテーションの中
にベッドを 2台置くこともできるので、予定
している 5,000 台で足りると思われます。

QQQ QQQ

AAA
AAA

避難所における資機材整備について

文教厚生委員会 委員長 窪野愛子

手話通訳者が確保できな
かったことで、実際現場
で困ったことはなかった
か伺う。
窓口業務を含め、業務に
支障はありませんが、要
望もありますので、手話
通訳者を雇用して、体制
をより充実させたいと考
えています。

急患診療所使用料に関連
して、PCR 検体採取セン
ターの使用期間と利用実
績を伺う。
期間は令和 2 年 6月 4日
から令和 3 年 3月末まで、
12 月 3 日までの実績は
214 件です。

年末年始のＰＣＲ検査は
どのような対応となるの
か伺う。
PCR 検査の委託先が年末
年始は休業となりますので、
検査が必要な方は、県の相
談センターから、年末年始
に実施している医療機関に
繋ぐよう周知していきます。

QQQ QQQ QQQ

AAA AAA
AAA

手話通訳者派遣事業に
ついて PCR検体採取センターについて

環境産業委員会 委員長 山本裕三

道路の測量設計委託料等
の減額により、公募に影
響がでないか伺う。
開発区域内の道路整備の
ため、開発事業者の計画に
合わせて道路の実施設計を
する予定であったが、公募
を延期したことに伴い、減
額補正するものであり、影
響は出ないと考えます。

地域協働環境整備費につ
いて、今後の緊急要望に対
して支障をきたすことはな
いか伺う。
地区要望や材料支給分の
減額分を、緊急要望事業
に充てて対応をしていき
ます。

臨時休業を行った、掛川城
周辺施設の現在の状況を
伺う。
県内外からの修学旅行生の
受け入れにより、10月時点
で、利用者数は約 80％ほ
ど、収入は約 70％ほど回
復しています。

QQQ QQQ QQQ

AAA
AAA

AAA

上西郷工業用地に関連する
道路整備の進捗について 地区の緊急要望について 文化施設の臨時休業に

伴う休業補償について
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11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧11月定例会における審議結果一覧

予
　
　
　
算

○令和２年度掛川市国民健康保険特別会計補正予
算（第４号）について
人事異動と本年度の人事院勧告に伴う職員人件費
の減額など

○令和２年度掛川市後期高齢者医療保険特別会
計補正予算（第２号）について
○令和２年度掛川市介護保険特別会計補正予算
（第３号）について
○令和２年度掛川市水道事業会計補正予算（第３
号）について
○令和２年度掛川市公共下水道事業会計補正予算
（第３号）について
○令和２年度掛川市農業集落排水事業会計補正予
算（第２号）について
○令和２年度掛川市浄化槽市町村設置推進事業会
計補正予算（第２号）ついて

条
　
　
　
例

○掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について
本年度の人事院勧告を踏まえ、市議会議員の期末
手当の支給割合を引き下げ

○掛川市特別職の職員で常勤のものの給料等に
関する条例の一部改正について
本年度の人事院勧告を踏まえ、常勤特別職の期末
手当の支給割合を引き下げ

○掛川市教育長の給与及び勤務時間等に関する
条例の一部改正について
本年度の人事院勧告を踏まえ、教育長の期末手当
の支給割合を引き下げ

○掛川市税外収入金の延滞金に関する条例の一部
改正について
「租税特別措置法」の改正に伴い、延滞金の割合
の特例に関し、所要を改正

○掛川市公共下水道事業負担金条例等の一部改正
について
「租税特別措置法」の改正に伴い、延滞金の割合
の特例に関し、所要を改正

○掛川市火災予防条例の一部改正について
「対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対
象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関す
る基準を定める省令の一部を改正する省令」の公
布に伴い、所要を改正

議

発

○掛川市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部改正について
議員報酬の支給基準に「日割り計算」を定めるとと
もに、長期間欠席した時の「議員報酬」及び「期末
手当」を減額する規定を定める改正

○「防災・減災、国土強靱化のための対策のさらな
る推進に関する意見書」の提出について
国に意見書を提出し、防災、減災、国土強靱化のた
めの対策をさらに推進するよう強く要望

○「別居・離婚後の面会交流についての法整備等
を求める意見書」の提出について
国に意見書を提出し、子供の人権や利益を最優先
し、別居・離婚後の子供の適切な養育環境を確保
するため、別居・離婚後の面会交流についての法整
備を行うなど、適切な措置を講じるよう強く要望

そ

の

他

○字の区域の変更について（板沢地区）
地籍調査事業に伴い、字区域の合理的な整合を図
るため、字の区域を変更

○掛川市道路線の認定について
民間開発による宅地造成及び区画整理事業に伴う
新規路線の６路線を認定

○掛川市道路線の変更について
　海岸防災林強化事業に伴う終点を１路線変更
○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市
ききょう荘）
指定管理者を令和３年４月１日から令和８年３月
３１日までの５年間、「社会福祉法人掛川社会福祉
事業会」に指定

○公の施設の指定管理者の指定について（森林果
樹公園）
指定管理者を令和３年４月１日から令和８年３月３１
日までの５年間、「遠鉄アシスト株式会社」に指定

○専決処分の承認を求めることについて（反訴の提起）
家代の里地内緑地売却に関する損害賠償事件に対
して、土地売却契約が無効であるとの考えのもと、
土地所有権移転登記抹消手続きを求めるもの

■賛否の分かれた議案（賛成多数可決)　　  ○○賛成　×反対
創 世 会 AMK＊ 共掛＊ 至＊ 志

＊
共
＊

大
石

勇
＊

寺
田
幸
弘

藤
原
正
光

榛
村
航
一

嶺
岡
慎
悟

山
本
裕
三

松
本

均

小
沼
秀
朗

二
村
禮
一

鈴
木
正
治

藤
澤
恭
子

松
浦
昌
巳

窪
野
愛
子

山
本
行
男

鈴
木
久
裕

富
田
ま
ゆ
み

鷲
山
喜
久

草
賀
章
𠮷

勝
川
志
保
子

○令和２年度掛川市一般会計補正予算（第９号）について
８ページをご覧ください ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

○掛川市職員の給与に関する条例等の一部改正について
本年度の人事院勧告を踏まえ、一般職員の期末手当の支給
割合を引き下げ

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市老人福祉センター）
指定管理者を令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの
５年間、「中部ビル保善株式会社」に指定

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

○公の施設の指定管理者の指定について（掛川市児童館）
指定管理者を令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５
年間、「中部ビル保善株式会社」に指定

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ×

＊議長（大石 勇）は、採決には参加しません
＊ＡＭＫ▶アクティブマネジメント・公明クラブ　共掛▶共に創る掛川　至▶至誠の会　志▶志誠会　共▶日本共産党

議員名

議案名

■全会一致で可決・承認

■総務委員会が全会一致で趣旨採択
建築士事務所の健全な発展により建築文化の向上を図るための要望書
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